
６
日
の
中
国
運
輸
局
へ

の
要
請
で
は
、
鉄
道
部
か

ら
部
長
を
は
じ
め
各
担
当

を
受
け
持
つ
４
名
の
職
員

が
参
加
さ
れ
る
な
ど
、
鉄

道
現
場
へ
の
関
心
の
高
さ

が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

要
請
で
は
、
運
輸
局
側

か
ら
鉄
道
部
長
の
挨
拶
が

あ
り
、
国
労
側
か
ら
は
倉

下
委
員
長
が
本
日
の
要
請

行
動
の
趣
旨
含
め
て
挨
拶

を
行
い
、
そ
の
後
、
事
前

に
送
付
し
て
い
た
要
請
書

に
対
す
る
文
書
回
答
に
つ

い
て
一
項
目
づ
つ
意
見
交

換
し
て
い
く
形
で
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
芸
備
線
を
対

象
と
す
る
再
構
築
協
議
会

を
巡
る
動
き
に
つ
い
て
、

意
見
を
交
わ
し
て
き
ま
し

た
。
国
労
か
ら
は
現
在
進

め
ら
れ
て
い
る
実
証
実
験

に
つ
い
て
、
「
費
用
対
効

果
に
つ
い
て
数
字
が
一
人

歩
き
を
し
て
、
数
字
で
は

表
せ
な
い
芸
備
線
の
存
在

価
値
に
つ
い
て
、
し
っ
か

り
と
評
価
・
分
析
を
し
て

貰
い
た
い
」
と
要
望
、
中

国
運
輸
局
か
ら
は
「
数
字

に
出
に
く
い
定
性
的
評
価

（
鉄
道
の
安
心
感
・
観
光

面
・
街
づ
く
り
へ
の
波
及
）

な
ど
に
つ
い
て
も
、
評
価

対
象
に
含
め
る
設
計
」
で

あ
る
旨
、
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

ま
た
、
結
論
を
出
す
目

安
で
あ
る
３
年
目
を
迎
え

る
中
で
、
国
労
か
ら
は

「
再
構
築
協
議
会
は
合
意

形
成
の
場
で
あ
り
、
期
限

だ
か
ら
と
結
論
が
押
し
付

け
ら
れ
る
こ
と
へ
の
懸
念
」

を
伝
え
ま
し
た
が
、
中
国

運
輸
局
か
ら
は
「
協
議
の

延
長
な
ど
仮
定
の
議
論
は

差
し
控
え
る
」
と
の
回
答

と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
路
線
廃
止
の

為
の
法
的
枠
組
み
や
災
害

復
旧
支
援
の
在
り
方
、
列

車
の
増
便
・
無
人
化
施
策

な
ど
に
つ
い
て
、
予
定
時

間
を
大
幅
に
超
え
白
熱
し

た
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。
ま
た
、
中
国

運
輸
局
で
対
応
で
き
な
い

要
望
事
項
に
つ
い
て
は
、

上
部
機
関
で
あ
る
国
交
省

に
伝
え
て
頂
く
こ
と
を
確

認
し
要
請
行
動
を
終
え
て

き
ま
し
た
。

日
が
変
わ
り
７
日
に
は
、

庄
原
市
役
所
地
域
交
通
課

を
尋
ね
、
芸
備
線
の
維
持
・

存
続
に
向
け
た
取
り
組
み

状
況
や
国
や
Ｊ
Ｒ
へ
の
要

望
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
っ
て
来
ま
し
た
。

庄
原
市
か
ら
再
構
築
協

議
会
の
現
状
と
し
て
、

「
直
近
の
会
議
に
て
、
今

年
の
１
１
月
に
大
枠
で
の

方
向
性
の
と
り
ま
と
め
が

さ
れ
る
と
の
提
示
が
あ
っ

た
」
「
そ
れ
を
踏
ま
え
て

市
民
向
け
の
説
明
・
意
見

聴
取
段
階
へ
と
移
行
す
る

予
定
」
と
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
な
淡
々
と
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
進
む
一
方

で
、
「
バ
ス
実
験
は
、
短

期
間
か
つ
Ｊ
Ｒ
運
行
と
並

存
な
た
め
、
需
要
シ
フ
ト

の
検
証
が
難
し
い
の
で
は
」

「
乗
車
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

定
性
的
意
見
（
観
光
・
ま

ち
づ
く
り
な
ど
）
は
収
集

し
て
い
る
が
、
報
道
で
は

経
済
効
果
の
数
値
面
が
強

調
さ
れ
が
ち
」
な
ど
、
廃

線
へ
と
議
論
が
進
む
こ
と

を
警
戒
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
も
感
じ
ま
し
た
。

本
日
の
要
請
に
つ
い
て
、

市
長
を
は
じ
め
関
係
部
局

で
共
有
し
て
い
た
だ
く
と

共
に
、
市
側
か
ら
あ
っ
た

国
の
財
政
支
援
や
Ｊ
Ｒ
の

路
線
活
性
化
へ
の
積
極
的

な
関
与
な
ど
の
要
望
に
つ

い
て
は
、
国
労
と
し
て
も

そ
の
実
現
に
向
け
こ
れ
ま

で
以
上
に
奮
闘
し
て
い
く

こ
と
を
約
束
し
要
請
行
動

を
終
え
て
来
ま
し
た
。
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芸備線の維持・存続求め行動

芸
備
線
備
後
庄
原
～
備
中
神
代
間
を
対
象
に
設
置
を
さ

れ
た
「
再
構
築
協
議
会
」
が
結
論
を
だ
す
目
安
と
さ
れ
る

３
年
目
と
な
り
ま
す
。
国
労
中
国
地
方
本
部
と
し
て
７
月

６
日
に
中
国
運
輸
局
、
翌
日
７
日
に
は
対
象
区
間
の
多
く

を
抱
え
、
再
構
築
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
庄
原
市

役
所
を
訪
問
し
、
要
請
行
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

中国運輸局要請行動に参加
して、国はあくまで行司役で
あり積極的な参加を避けてい
ると改めて感じました。しか
し、ローカル線問題をはじめ
我々が働いている現場で何が
起きているのかということを
しっかりと伝えることが出来
たのではないかと思います。
庄原市については、鉄道を

残すという基本スタンスは変
えておらず、予算制約もある
中で出来ることを精一杯やっ
ておられると感じました。経
済的な価値にとらわれず、駅
や鉄道があること自体が町の
価値である思いました。
（岡山地区本部 Ｔ・Ｋ）

中国地本結成以降、芸備線問
題やＪＲ西日本における様々
な問題点を指摘し、国労とし
て意見を言える場の必要性を
再度学びました。中国運輸局

鉄道部幹部クラスの出席に驚
きました。今後の課題として
貨物・バス会社等での諸問題
を集約して、運輸局要請が出
来る体制を確立していく必要
があります。
（広島地区本部 Ｙ・Ｎ）
初めての国への要請行動で

したが、真摯に受けていただ
き貴重な経験となりました。
団体交渉の前であれば会社

との議論も違う方向に行くの
ではと思いました。庄原市と
は、芸備線存続に向けた方向
性は同じですが、再構築協議
会の判断を待っているにも見
え、その対応を責めるような
議論になったのではないかと
少し反省もしたところです。
（米子地区本部 Ｔ・Ａ）
中国運輸局要請では「存廃

という前提を置かず、中立的
な立場から・・」という回答
を見て、行司的な立場に国の
限界と無責任さを感じました。
一方、庄原市においては

「今後の交通体系の在り方に
ついて、国に財政支援を求め
たい」と言われ、厳しい財政
事情にあっても芸備線存続の
思いを感じました。
（岡山地区本部 Ｊ・Ａ）

貴重な体験！これからの活動に生かしたい！

数
字
で
表
せ
な
い
も
の

２０２６年
７月１１日

要請団が中国運輸局・庄原市を訪問！！

要請行動に参加した組合員の感想を報告します。

廃
線
議
論
を
警
戒
！
！


